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CNFカプセル製造装置と調製手順例

従来の医療用ナノデバイスとの比較

植物由来材料を用いた新規医療用ナノデバイス
創製法

工学部・複合材料研究所/ 教授・所長 三島 健司

本技術の概要

ピカリングエマルションと本技術の新規性

従来の医療用ナノデバイスの欠点
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■閉塞容器内のセルロー
スナノファイバー（CNF）、

水、芯物質、二酸化炭素の
混合液中に超音波を直接
照射する。

■閉塞容器内にて、超音波
により水と二酸化炭素のナ
ノ界面を拡張させ、CNFの

ピカリングエマルションの形
成を利用してCNFカプセル
を調製する。

↑超音波振動子内蔵の
高圧容器の概略図

調製したCNFカプセルとその評価

ピカリングエマルションを用いた他の技術

これらは全て、人体に有害な有機溶媒を使用している。

■温度25℃の高圧容器内にCNF、

水、芯物質を仕込み、二酸化炭素
を送液して、圧力6.8 MPaとする。

■上記状態において、周波数
20kHz、振幅18.3 µmの超音波を
高圧容器内に125秒間照射する。

■二酸化炭素を高圧容器外に排出
し、高圧容器内の液を回収する。

↑本技術の装置全体図
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本技術に関連する特許の情報

【仕込み原料】
・セルロースナノファイバー
・水
・二酸化炭素
・疎水性無機粒子

(a)仕込み液
(b)回収液


